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10
月
11
日
㈰
白
老
町
総
合
体
育
館
と
ア
イ

ヌ
民
族
博
物
会
に
お
い
て
、
道
新
基
金
・
第

９
回
本
人
の
会
全
道
交
流
会
ひ
ろ
げ
よ
う
み

ん
な
の
わ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　〝
ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
〟
は
、
知
的

に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
仲
間
達
が
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
う
え
で
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と

を
相
談
し
、
共
に
助
け
合
う
仲
間
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
、
当
初
は
、
札
幌
市
内
で
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
道
内
各
地
に
本
人
の
会

が
で
き
、
各
地
域
の
多
く
の
仲
間
に
参
加
と

活
動
の
場
を
ひ
ろ
げ
る
意
味
で
、
２
０
１
０

年
か
ら
伊
達
市
・
旭
川
市
・
函
館
市
・
釧
路
市

に
あ
る
本
人
の
会
が
実
行
委
員
に
な
り
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
白
老
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
本
人

部
会
に
実
行
委
員
会
を
引
受
け
て
頂
き
開
催

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
白
老
町
の
本
人
達
と
近
隣
の
登
別
市

や
伊
達
市
の
本
人
達
を
中
心
に
石
狩
大
地
の

会
や
札
幌
み
ん
な
の
会
の
仲
間
達
が
集
い
本

人
37
名
、
支
援
者
を
含
め
延
べ
60
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
白
老
町
総
合
体
育
館
に
お

い
て
菅
井
麻
貴
副
実
行
委
員
長
が
挨
拶
し
、

白
老
町
高
齢
者
大
学
の
方
々
に
審
判
を
お
願

い
し
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
と
卓
球
で
ス
ポ
ー
ツ
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
に
場
所

を
移
し
、
ム
ッ
ク
リ
（
ア
イ
ヌ
の
楽
器
）
の

演
奏
体
験
や
白
老
地
方
の
代
表
的
な
踊
り

「
イ
ヨ
マ
ン
テ
リ
ム
セ
」（
熊
の
霊
送
り
の

踊
り
）
の
古
式
舞
踊
体
験
を
通
じ
て
ア
イ
ヌ

文
化
の
体
験
学
習
を
行
い
、
仲
間
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
、
準
備

を
進
め
て
頂
い
た
白
老
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
（
会
長
　
有
田
貴
美
子
氏
）
や
本
人
の
会

の
皆
様
、
協
賛
金
を
頂
き
ま
し
た
多
く
の
皆

様
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　�

　

生
活
サ
ポ
ー
ト

総
合
補
償
制
度
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
㈱
代
理
店　

㈱
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー

北
海
道
支
店
長 

藤
元
　
建
一
郎

　
日
ご
ろ
よ
り
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
総
合
補
償

制
度
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
保
険
は
、

知
的
障
が
い
を
持
つ
人
と
自
閉
症
の
人
専
用

の
保
険
と
し
て
、
２
０
０
７
年
４
月
１
日
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
補
償
制
度
も
、

今
年
で
９
年
目
に
入
り
、
加
入
者
の
数
も
全

国
で
10
万
６
千
人
、
こ
こ
北
海
道
で
も
４
、

０
０
０
名
を
超
え
る
方
に
ご
加
入
頂
く
な

ど
、
年
々
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
10
万
人
を
超
え
る
人
が
加
入
し
て
頂
い
て

い
る
理
由
の
大
き
な
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
や

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の

わ

白
老
町
で
盛
大
に
開
催
!!

白
老
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
本
人
部
会
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は
り
、今
ま
で
に
な
い
特
徴
で
あ
る
、持
病
・
既
往
症
・

て
ん
か
ん
発
作
な
ど
、
障
害
の
特
性
に
よ
る
入
院
な

ど
も
１
０
０
％
補
償
さ
れ
る
点
と
、
高
額
賠
償
に
対

応
可
能
な
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
金
の
限
度
額
が
１

事
故
に
つ
き
１
億
円
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
、
皆
様
に

安
心
で
心
強
い
と
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
来
年
２
０
１
６
年
に
は
今
ま
で
の
プ
ラ
ン

に
加
え
、
よ
り
補
償
が
ワ
イ
ド
に
な
っ
た
プ
ラ
ン
も

新
発
売
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
事
務

局
で
兼
務
し
て
頂
い
て
い
る
、
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
窓

口
も
し
く
は
、
私
ど
も
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
北
海
道
支

店（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
１
―
２
２
１
―
７
０
０
９
）ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
Ａ
Ｉ
Ｕ
と
ジ
ェ
イ
ア
イ
シ
ー
で
は
、
今
後
も
障
害

を
持
つ
人
々
が
少
し
で
も
安
心
し
て
生
活
を
お
く
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
工
夫
と
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　�

　

平
成
28
年
度
予
算
概
算
要
求
の
内
容
を
公
表

厚
労
省
障
害
保
健
福
祉
部
発
表

　
厚
労
省
障
害
保
健
福
祉
部
は
、
８
月
26
日
、
次
年

度
予
算
の
概
算
要
求
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
全
体
の
要
求
額
は
、
１
兆
６
、
５
６
６
億
円
で
、

平
成
27
年
度
の
予
算
額
と
の
比
較
で
は
、
１
、
０
７

１
億
円
（
６
・
９
％
）
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
費
（
自
立
支
援
給
付
＋
障
害

児
措
置
費
・
給
付
費
＋
地
域
生
活
支
援
事
業
）
は
１

兆
１
、
６
７
２
億
円
で
８
２
３
億
円
（
７
・
６
％
）

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
施
策
の
概
要
（
対
前
年
度
増
減
額
）

■
良
質
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
確
保

９
、
９
５
３
億
円
（
＋
６
２
３
億
円
）

　
障
害
児
・
障
害
者
が
地
域
や
住
み
慣
れ
た
場
所
で

暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
総
合

的
に
確
保
す
る
。

■
地
域
に
お
け
る
障
害
児
支
援
の
推
進

１
、
３
１
２
億
円
（
＋
６
４
億
円
）

　
障
害
の
あ
る
児
童
が
、
で
き
る
だ
け
身
近
な
地
域

で
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
療
育
な
ど
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
そ
れ
に
係
る
必
要
な
経
費
を
確
保
す

る
。

■
地
域
生
活
支
援
事
業
の
着
実
な
実
施【
一
部
新
規
】

４
７
０
億
円
（
＋
６
億
円
）

　
意
思
疎
通
支
援
や
移
動
支
援
な
ど
障
害
児
・
障
害

者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
必
要

額
を
確
保
し
つ
つ
、
事
業
の
着
実
な
実
施
を
図
る
。

■�

障
害
児
・
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
基
盤
整
備�

９
３
億
円
（
＋
５
７
億
円
）

　
障
害
者
の
社
会
参
加
支
援
や
地
域
移
行
支
援
を
更

に
推
進
す
る
た
め
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支

援
事
業
所
等
を
行
う
日
中
活
動
系
事
業
所
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等
の
整
備
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害

児
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
の
障
害
児
支
援

の
拠
点
と
な
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
整
備

や
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
た
め
の
小
規
模
な
形

態
に
よ
る
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

　
さ
ら
に
、
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
自

力
避
難
が
困
難
な
障
害
児
・
障
害
者
が
利
用
す
る
施

設
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
化
及
び

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
を
推
進
す
る
。

■�

障
害
児
・
障
害
者
へ
の
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の

提
供�

２
、
３
４
１
億
円
（
＋
１
０
７
億
円
）

　
心
身
の
障
害
の
状
態
の
軽
減
を
図
る
自
立
支
援
医

療
（
精
神
通
院
医
療
、
身
体
障
害
者
の
た
め
の
更
生

医
療
、
身
体
障
害
児
の
た
め
の
育
成
医
療
）
を
提
供

す
る
。
ま
た
、
自
立
支
援
医
療
の
利
用
者
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
。

■�

障
害
児
・
障
害
者
虐
待
防
止
な
ど
に
関
す
る
総
合

的
な
施
策
の
推
進

①
障
害
者
虐
待
防
止
の
推
進

　

地
域
生
活
支
援
事
業
（
４
７
０
億
円
）
の
内
数

　
都
道
府
県
や
市
町
村
で
障
害
児
・
障
害
者
虐
待
の

未
然
防
止
や
早
期
発
見
、
迅
速
な
対
応
、
そ
の
後
の

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
地
域
の
関
係
機
関
の
協

力
体
制
の
整
備
、
家
庭
訪
問
、
関
係
機
関
職
員
へ
の

研
修
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
害
児
・
障
害
者

虐
待
の
通
報
義
務
等
の
制
度
の
周
知
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。

②�

障
害
児
・
障
害
者
虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
に
関
す
る

人
材
養
成
の
推
進
【
一
部
新
規
】

１
４
百
万
円
（
＋
１
０
・
２
百
万
円
）

　
国
に
お
い
て
、
障
害
児
・
障
害
者
の
虐
待
防
止
や

権
利
擁
護
に
関
し
て
各
都
道
府
県
で
指
導
的
役
割
を

担
う
者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
。

■�

重
度
訪
問
介
護
等
の
利
用
促
進
に
係
る
市
町
村
支

援�

１
１
億
円
（
＋
－マ

イ
ナ
ス０
億
円
）

　
重
度
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
重

度
障
害
者
の
割
合
が
著
し
く
高
い
こ
と
等
に
よ
り
訪

問
系
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
額
が
国
庫
負
担
基
準
を
超
え

て
い
る
市
町
村
に
対
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
小

規
模
な
市
町
村
に
重
点
を
置
い
た
財
政
支
援
を
行
う
。
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今
後
の
予
定

11
月
５
日
㈭　

・�

育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
（
か
で

る
２
・
７
）

11
月
12
日
㈭　

・
特
別
研
修
会
（
中
標
津
町
寿
宴
）

11
月
13
日
㈮　

・
特
別
研
修
会
（
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
）

11
月
14
日
㈯　

・�

特
別
研
修
会
（
滝
川
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
）

12
月
15
日
㈫　

・
理
事
会
（
か
で
る
２
・
７
）

■
障
害
者
に
対
す
る
就
労
支
援
の
推
進

１
０
・９
億
円
（
＋
－マ

イ
ナ
ス０

億
円
）

①
工
賃
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進

２
・
３
億
円
（
－

マ
イ
ナ
ス０

・
５
億
円
）

　
一
般
就
労
が
困
難
な
障
害
者
の
自
立
し
た
生
活
を

支
援
す
る
観
点
か
ら
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所

な
ど
に
対
し
、
経
営
改
善
や
商
品
開
発
、
市
場
開
拓

等
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
す
る
専
門
家
の
技
術
指
導
に
よ
る
障
害
者
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
工
賃
向
上
を
図
る
。

　
ま
た
、
共
同
受
注
窓
口
の
体
制
整
備
や
、
企
業
等

と
障
害
者
就
労
施
設
等
と
の
受
発
注
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
就
労
施
設
等
に

対
す
る
官
公
需
や
民
需
の
増
進
を
図
る
。

②
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

７
・
５
億
円
（
－

マ
イ
ナ
ス０

・
６
億
円
）

　
就
業
に
伴
う
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
障

害
者
に
対
し
、
窓
口
で
の
相
談
や
職
場
・
家
庭
訪
問

等
に
よ
る
生
活
面
の
支
援
な
ど
を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
就
労
継
続
支
援
事
業
の
利
用
か
ら
一
般
就

労
へ
の
移
行
や
、
加
齢
や
重
度
化
に
よ
る
一
般
就
労

か
ら
就
労
継
続
支
援
事
業
の
利
用
へ
の
移
行
な
ど
障

害
者
の
能
力
に
応
じ
た
就
労
の
場
に
移
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
支
援
を
行
う
。

③
農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
の
就
農
促
進
【
新
規
】

１
・
１
億
円

　
農
業
分
野
で
の
障
害
者
の
就
労
を
支
援
し
、
障
害

者
の
職
域
拡
大
や
収
入
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
の
担
い
手
不
足
解
消
に
つ
な
げ
る
た
め
、
障
害
者

就
労
施
設
へ
の
農
業
の
専
門
家
の
派
遣
、
農
業
に
取

り
組
む
障
害
者
就
労
施
設
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

等
の
支
援
を
実
施
す
る
。

④
就
労
支
援
の
充
実
強
化

　

地
域
生
活
支
援
事
業
（
４
７
０
億
円
）
の
内
数

　
就
労
支
援
を
行
う
事
業
所
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
充
実
を

図
り
、
企
業
等
で
の
就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
企
業
等
で
働
く
障
害

者
の
た
め
の
交
流
や
生
活
面
の
相
談
支
援
の
場
の
提

供
等
に
よ
り
障
害
者
の
就
労
支
援
を
推
進
す
る
。

（
以
下
略
）

　
今
後
は
、
財
務
省
と
の
折
衝
を
経
て
、
次
年
度
予

算
案
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　�

　

「
第
２
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

全
国
大
会
名
古
屋
大
会
」に
参
加
し
て

道
育
成
会
事
務
局 

小
池
　
晶

　
９
月
26
・
27
日
開
催
の
「
第
２
回
全
国
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
連
合
会
　
全
国
大
会
名
古
屋
大
会
」
に
、

事
務
局
を
代
表
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
参
加
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年

後
に
は
北
海
道
が
全
国
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が

ら
の
全
国
大
会
で
し
た
。

　
１
日
目
は
分
科
会
で
、『
Ａ
コ
ー
ス
　
そ
だ
つ
』（
テ

ー
マ
：
教
育
と
福
祉
の
連
携
で
育
ち
を
支
え
る
）
に

参
加
。
講
演
４
本
、
実
践
報
告
１
本
、
60
分
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
（
障
が
い
児
を
含
む
す
べ
て
の
子
供
を

対
象
と
し
た
教
育
）や
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

知
識
不
足
の
私
に
は
難
し
い
分
科
会
で
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
毎
日
新
聞
論
説
委
員
の
野
澤
さ
ん
の
お
話

は
心
に
残
り
ま
し
た
。「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

関
し
て
、
日
本
で
一
番
素
晴
ら
し
い
と
言
わ
れ
る
学

校
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
み
な
頑
張
っ
て
い
た

け
れ
ど
、
当
の
障
が
い
児
は
ク
タ
ク
タ
な
ん
じ
ゃ
な

か
ろ
う
か
」
―
―
息
子
さ
ん
の
二
次
症
状
で
傷
だ
ら

け
の
野
澤
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
の
指
摘
だ
と
思
い
ま
し

た
。
上
意
下
達
の
制
度
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、

家
族
・
支
援
者
の
運
動
で
「
望
む
制
度
」
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
１
日
目
で
し
た
。

　
２
日
目
の
全
体
会
は
、
式
典
・
基
調
報
告
・
国
会
議

員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
続
き
ま
し
た
が
、
何
と
い
っ
て

も
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ダ
ン
サ
ー

ズ
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
―
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
の
ス
テ
ー
ジ
が
圧
巻

で
し
た
。
ビ
ー
ト
の
効
い
た
音
楽
に
合
わ
せ
、
ど
の

子
も
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
ダ
ン
ス
に
は
、
障
が
い
の

有
無
は
関
係
な
い
と
思
わ
せ
る
力
が
あ
り
、
思
わ
ず

目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
７
月
２
・
３
日
に
横
浜
で
、
そ
し
て
再
来

年
に
は
札
幌
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
ん

で
、
感
動
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
職
場
で
「
明

日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
全
国
大
会
と
な
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。
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